
・教育総務費

・小学校費

・中学校費

・社会教育費

・保健体育費

教 育 費
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　　学　校　教　育　課

各諸報告事項について

教育財産の用途の廃止について

大山崎町議会の議決を経るべき議案（大山崎町立小学校プール設置条例の廃止について）について

大山崎町社会教育委員の辞職について

大山崎町スポーツ推進委員の委嘱について

各諸報告事項について

大山崎町いじめ防止基本方針の改定について

平成31年度に小学校において使用する教科用図書の採択について

平成31年度から中学校において使用する教科用図書の採択について

大山崎町立中央公民館管理及び運営規則の一部改正について

大山崎町社会教育委員の委嘱について

大山崎町スポーツ推進委員の委嘱について

各諸報告事項について

大山崎町教育委員会事務局職員の任免について

教育長の辞職について

大山崎町教育委員会事務局職員の任免について

各諸報告事項について

議会の議決を経るべき議案（大山崎町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正につい

て）について

大山崎町就学援助規則の一部改正について

平成31年度小学校使用教科用図書のうち学校教育法附則第9条に規定する教科用図書の採択について

教職員管理職の人事異動について

（第38号議案）

8月定例 （第37号議案）

9月定例

（第39号議案）

（第40号議案）

（第41号議案）

2月定例
（第2号議案）

（第3号議案）

2月臨時 （第4号議案）

12月定例

（第1号議案）
1月定例

10月定例

11月定例
（第43号議案）

（第44号議案）

（第42号議案）11月臨時

5月臨時

（第34号議案）

7月定例

（第36号議案）

（第32号議案）

5月定例 （第33号議案）

（第35号議案）
6月定例

教 育 委 員 会 費

１．教育委員会の状況

　　教育委員会は、定例会12回、臨時会4回を開催し、当面する教育問題を検討・協議した。主な内容は、下記のとおりである。

4月定例
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平成31年度学校・社会教育の指導の重点を定めることについて

大山崎町指定文化財の指定について

大山崎町指定文化財の指定について

大山崎町指定文化財の指定について

大山崎町社会教育委員の委嘱について

大山崎町社会教育委員の委嘱について

大山崎町社会教育委員の委嘱について

大山崎町社会教育委員の委嘱について

大山崎町社会教育委員の委嘱について

大山崎町社会教育委員の委嘱について

大山崎町社会教育委員の委嘱について

大山崎町立大山崎小学校評議員の委嘱について

大山崎町立大山崎小学校評議員の委嘱について

大山崎町立大山崎小学校評議員の委嘱について

大山崎町立大山崎小学校評議員の委嘱について

大山崎町立大山崎小学校評議員の委嘱について

大山崎町立第二大山崎小学校評議員の委嘱について

大山崎町立第二大山崎小学校評議員の委嘱について

大山崎町立第二大山崎小学校評議員の委嘱について

大山崎町立大山崎中学校評議員の委嘱について

大山崎町立大山崎中学校評議員の委嘱について

大山崎町立大山崎中学校評議員の委嘱について

大山崎町教育委員会事務局職員の任免について

　　以上のとおり、1年間を通じ教育諸事業及び諸問題について意欲的に検討・協議し、本町の教育の進展に大きく寄与した。

（第8号議案）

（第21号議案）

（第22号議案）

（第23号議案）

（第12号議案）

（第13号議案）

（第14号議案）

（第15号議案）

（第16号議案）

3月臨時 （第27号議案）

3月定例

（第5号議案）

（第6号議案）

（第7号議案）

（第20号議案）

（第9号議案）

（第10号議案）

（第11号議案）

（第24号議案）

（第25号議案）

（第26号議案）

（第17号議案）

（第18号議案）

（第19号議案）
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学　校　教　育　課

　5月

　6月

　6月

　7・8月

　9月

 10月

 11・12月

1月

  2月

　3月

市町村就学指導・教育相談研究協議会出席（教育支援委員、特別支援教育コーディネーター、担当指導主事）

事 務 局 費

１．教育支援委員会の状況

　教育支援委員会は、年3回の総会とそれに向けて各部会を定例的に開催し、心身に障がいのある児童・生徒及び就学前児童に対し、障がいの実態に応じた適切な就学・
進学ができるよう審議と検討を行った。また、京都府特別支援教育体制推進事業等に伴う巡回相談等に本町特別支援教育コーディネーター、担当指導主事は、委員として
相談・支援をした。

在学部会の実施

第1回教育支援委員会総会（委員委嘱、所属部(就学前・在学・特別支援教育推進）の役員決定、全体事業計画の策定、平成29年度の経過と審議結果及び平
成30年度学校体制及び通級指導教室体制の報告、指導資料様式の確認、各部会で事業計画の策定)、各部会（就学前・在学・特別支援教育推進）の実施

教育長へ平成30年度審議結果を答申

教育相談、資料収集、巡回相談等への相談支援

教育相談、資料収集、対象幼児の保育参観と懇談の実施

就学前部会の実施、対象幼児の保育参観と懇談の実施
在学部会の実施、第2回教育支援委員会総会（就学・進路指導状況等の報告。対象幼児・児童・生徒等の審議・見解の確認）

対象児童生徒の保護者との懇談

在学部会の実施

第3回教育支援委員会総会（就学・進路指導状況の最終報告・確認、教育長への答申内容の確認、平成30年度事業まとめ及び平成31年度申し送り事項の確
認）、特別支援教育推進部会研修会の実施
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(１) 設置場所及び開設時間

: 平成30年6月19日（火）

: 大山崎町立中央公民館

: 毎週火・水・金曜日　午前9：30～12：00（祝日・長期休業日を除く）

: 84日

(２) 基本的な指導内容

(３) 体験学習・社会見学

(４) 指導体制

適応指導教室指導員　1名

教育相談員　3名（臨床心理士　2名、社会福祉士　1名）

(５) 運営会議等の実施

指導内容・業務内容・環境整備等について運営会議を8回実施

研修：1回（茨木市教育センター「ふれあいルーム」の視察）

(６) いじめ対策・不登校支援等推進事業費　

　報償費　 円

　需用費 円

歳出　　　2,024,843円 歳入　1,170,000円

227,843

２．適応指導教室事業

　大山崎町立小中学校に在籍する不登校児童生徒の自立を促し、学校への適応を図るため、適応教室「たけのこ教室」を設置した。
「たけのこ教室」における学習や活動などの指導を通して、各小中学校と児童生徒の状況や指導方針について連携しながら、不登校の改善に向けて取り組んだ。

朝の会、学習①、学習②、自由活動、終わりの会

1,797,000

実施回数：7回

   （事業費内訳）　

場 所

年間開所日

開 室 日 時

開 室 日
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　　学　校　教　育　課

(１) 私立幼稚園就園奨励費補助金（国庫1/3以内）

（うち国庫補助金 7,601,000円（国の定める基準に準ずる））

(２) 私立幼稚園児教材費補助金（町単費）

(３) 私立幼稚園設備費補助金（町単費）

(４) 乙訓私立幼稚園協会教育研究補助金（町単費）　

(５) 第3子以降保育料無償化事業（府補助金1/2）

（京都府補助金　683,000円）（10人） 1,366,400円

（209人） 8,778,000円 （満3歳児～5歳児　　年額　42,000円補助）

（1園） 210,000円

   （大山崎町支部１園） 65,000円

計

23人 58人 49人 52人 182人
対象園児数

満 3 歳 児 3 歳 児 4 歳 児 5 歳 児

幼 児 教 育 振 興 費

１．幼児教育振興事業

　幼児教育振興のために、保護者及び私立幼稚園に対し、次の補助を行った。

（182人） 22,880,300円
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学　校　教　育　課

男 女 計 男 女 計

負

担

法

に

よ

る

者

そ

の

他

の

者

負

担

法

に

よ

る

者

そ

の

他

の

者

男 女 計

大山崎
小学校

21 3 111 90 102 109 102 119 322 311 633 1 1 27 1 7 17 20 37 1 　 1  2 2

第二
大山崎
小学校

11 2 33 36 38 39 39 52 107 130 237 1 1 14 1 1 6 8 16 24 1 1 1

小学校
計

32 0 5 144 126 140 148 141 171 429 441 870 2 2 41 2 1 13 25 36 61 2  1 3 3

大山崎
中学校

12 2 156 144 129 223 206 429 1 1 23 1 　 4 20 10 30 1 1  1

中学校
計

12 0 2 156 144 129 0 0 0 223 206 429 1 1 23 1 　 4 20 10 30 1 0 0 0 0 0 1  1

学 校 管 理 費

１．学校別・学年別・児童生徒数・学級数及び職名別教職員数 （平成30年5月1日現在）

区分 学校名

学　級　数 児 童 ・ 生 徒 数 教 員 数 職 員 数

単

式

学

級

教

諭

複

式

学

級

特

別

支

援

学

級

1

学

年

2

学

年

3

学

年

養

護

職

員

そ

の

他

計

小学校

事務職員
学校栄養

職員

中学校

養

護

教

諭

栄

養

教

諭

講

師

計
5

学

年

6

学

年

計
校

長

教

頭

4

学

年
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２．学校施設整備事業

３．中学校給食導入事業

（大山崎町学校給食施設等実施設計業務委託　21,242,520円・発注者支援検討業務委託　6,440,040円）

　平成29年度に実施した基本設計に基づき、「中学校給食施設等実施設計業務」を実施したが、町長の交代に伴い、センター方式から自校方式による給食提供に方針が変更
された。

第二大山崎小学校プール等解体撤去工事
（繰越明許分）

字円明寺小字西法寺地内 20,996,280 旧プールの解体撤去工事（30年度出来高分）

工 事 名 工 事 場 所 金額 （円） 工 事 の 概 要

第二大山崎小学校裏門改修工事 字円明寺小字西法寺地内 864,000 裏門門扉の改修工事

第二大山崎小学校プール改築工事（Ⅱ期） 字円明寺小字西法寺地内 43,794,000
25ｍプール（25ｍ×10ｍ　5コース）、小プール（40㎡）の新築
工事（30年度出来高分）

大山崎小学校防球ネット設置工事 字円明寺小字百々地内 5,848,200 グラウンドへの防球ネット設置工事

大山崎小学校管理棟トイレ改修工事
（繰越明許分）

字円明寺小字百々地内 11,232,000 管理棟1階トイレの改修工事
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　　学　校　教　育　課

(１) 要保護及び準要保護児童・生徒援助

経済的理由によって就学困難と認められる児童又は生徒の保護者に対して必要な援助を行う。

歳出

歳入

(２) 特別支援教育就学奨励

歳出

補助率＝援助対象経費の1/2以内 　 歳入

教 育 振 興 費

１．就学援助の状況

（ 目 的 ）

（ 認 定 人 員 ） 第二大山崎小 大山崎中

準 要 保 護 59人 23人 56人

大山崎小

内入学前支給対象者 4人 3人 15人

要 保 護 4人 1人 6人

（援助の内容） 小学校 中学校

学 用 品 費 等 1,929,123円 2,946,870円

内入学前支給分 (354,200円) (861,000円)

医 療 費 3,900円 0円

8,140,328円 （内、要保護分  169,789円)

計 5,193,458円 2,946,870円 （内、入学前支給分　1,215,200円)

給 食 費 3,260,435円 0円

（国庫補助金） 補助率＝援助対象経費の1/2以内　（要保護分のみ） 85,000円

（ 目 的 ）
特別支援学級に就学する児童又は生徒の保護者の経済的負担を軽減するため、その負担能力の程度に応じ経費の一部を支給して特別支援教育
の普及奨励を図る。

11人 3人 5人

（ 支 給 人 員 ） 大山崎小 第二大山崎小 大山崎中

（支給の内容） 小学校 中学校

（国庫補助金） 　 283,000円

学 用 品 費 等 137,616円 111,230円

給 食 費 319,950円 0円

計 457,566円 111,230円 568,796円
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種　　類 期  日 備　考

6月8日

9月27日

12月25日

対　　　　　象

　　生　涯　学　習　課

１．社会教育の状況

①議題
　◇　平成30年度社会教育委員会議関係事業報告について
　◇　平成30年度生涯学習課関係事業報告について
　◇　6月18日発生の地震による町体育館の影響について
　◇　地震及び豪雨、台風等による生涯学習課関連施設、町内文化財の被災状
況等について
②報告事項
　◇　平成30年度大山崎町英語学習発表会の開催のお知らせについて
　◇　大山崎小学校運動会開催のお知らせについて
　◇　第61回京都府公民館大会開催要項について　ほか

①議題
　◇　平成29年度社会教育委員会議関係事業報告について
　◇　平成29年度生涯学習課関係事業報告について
　◇　平成30年度社会教育委員会議関係事業計画（案）について
　◇　平成30年度生涯学習課関係事業計画（案）について　ほか
②報告事項
　◇　ホストタウン事業スイス渡航首長会議の報告について
　◇　大山崎町立中央公民館の改修計画に関することについて
　◇　平成30年度文化のつどいの日程について
　◇　第3回大山崎町天王山カップ少年少女フェンシング大会日程・要項につい
て
　◇　放課後児童クラブ嘱託職員指導員の雇用状況および年度当初の待機児童
の現況について　ほか

内　　　　　　　　　　　　　容

第2回 町社会教育委員会議

社 会教 育総務費

社会教育
委員会議

①議題
　◇　平成30年度社会教育委員会議関係事業報告について
　◇　平成30年度生涯学習課関係事業報告について
②報告事項
　◇　大山崎町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める
条例の一部改正について　ほか

事　　業　　名

第1回 町社会教育委員会議

第3回 町社会教育委員会議

社会教育委員9名
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種　　類 期  日 備　考対　　　　　象内　　　　　　　　　　　　　容事　　業　　名

社会教育
委員会議

3月28日

社会教育
推進事業

6月30日

9月1日

①4月21日
②6月16日
③9月22日
④10月13日
⑤11月24日
⑥12月8日
⑦2月9日
⑧3月9日

①9月19日
　 10月3日
　 10月17日
②11月21日
　 11月28日
 　12月5日
　 1月9日
③1月23日
　 2月27日
　 3月6日

①「人形劇とブックフェア」（公民館共催事業）
②「バルーンアート体験」
③「パステルアート体験」
④「フラワーアレンジメント体験」
⑤「ヒップホップダンス教室」
⑥「凧作り＆凧あげ　～オリジナルデザインの凧を作ろう！～」
⑦「お茶会教室」
⑧「空育 JAL折り紙ヒコーキ教室」

社会教育関係団体等
指導者 25名

◇　講演「子どもの不審者対応について」
◇　映画 「となりのトトロ」上映

参加者 83名

◇　ときめきチャレンジ（平日開催）

参加者計177名

①「生け花体験教室」

②「プログラミング教室」

③「料理教室」

第4回 町社会教育委員会議

①議題
　◇　平成30年度社会教育委員会議関係事業報告について
　◇　平成30年度生涯学習課関係事業報告について
　◇　社会教育施設使用料の適正化について
②報告事項
　◇　町議会3月定例会一般質問　（社会教育に関すること）
　◇　新年度予算に関すること　　　（　　　　　　〃　　  　　　）
　◇　条例改正に関すること          （　　　　　　〃　　  　　　）
　◇　新規・廃止事業について      （　　　　　　〃　　  　　　）　ほか

◇　各団体の交流・協議
◇　講演：「京丹波町の社会教育」
　　 講師：京丹波町教育委員会　社会教育課
　　　　　　南丹教育局派遣社会教育主事　岡村　貴之　氏

社 会 教 育 関 係 団 体 等
交 流 会

親 子 映 画 会

社会教育委員9名

青少年健全
育成事業

放課後児童健全育成事業

◇　大山崎町ときめきチャレンジ推進事業（土曜日開催）

参加者計280名
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種　　類 期  日 備　考対　　　　　象内　　　　　　　　　　　　　容事　　業　　名

7月4日
7月11日
9月12日
10月17日
11月 7日
12月 5日
2月 6日
3月13日

7月4日
7月11日
9月12日
9月26日
10月17日
10月31日
11月7日
11月21日
12月5日
12月12日
1月16日
2月6日
2月27日
3月13日

8月29日

12月12日

◇　図書室開放

人権教育 人 権 教 育 研 修 会

演題：「部落差別解消法を受けて」
講師：長岡京市北開田会館人権教育指導員　河村　彰一　氏

町内在住・在勤者
（参加者 58名）

演題：「女性も男性も幸せにする北欧の男女平等」
講師：京都府立大学　教授　上掛　利博　氏

町内在住・在勤者
（参加者 44名）

町立小学校のグラウンド・体育館を活用して、町シルバー人材センターの保安員
に管理委託して実施。

　平日の放課後に、町立小学校の図書室を自主学習や読書の場として子どもた
ちに提供。

◇　英語交流会

参加者計208名
　平日の放課後に、国際交流員による英語交流会を実施。英語を使った遊びを
通じて、英語やホストタウンの相手国であるスイスについて学んだ。

参加者計152名

青少年健全
育成事業

放課後児童健全育成事業

◇　学校開放事業 学校の祝日及び長
期休暇を除く学校行
事のない土曜日の午
前中に実施
（実績：計32日）

参加者計317名
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種　　類 期  日 備　考対　　　　　象内　　　　　　　　　　　　　容事　　業　　名

成人教育 1月14日

家庭教育 9月22日

男女共同 12月12日

2月23日

11月23日
～24日

4月19日
3月9日

12月12日

4月12日
～１７日

オリンピック・パラリンピック
教 育 推 進 事 業

講演会を実施
講師：全盲のマラソン選手　井内奈津美 氏
講演内容：障がいを持ちながら社会生活を送る実際と、ブラインドマラソンに挑戦
し、目標をもって生活する中で、考えていることなどを話された。

大山崎中学校
全校生徒

国 際 理 解 講 座

◇　式典（くす玉割り、新成人の誓いのことば等）
　　 ※実行委員による第2部あり（スライドショー）

新成人
（出席者 116名）

町内在住の親子
（参加者 16名）

大山崎町スイスフェア2019
◇　スイス伝統音楽の演奏会
◇　スイス伝統文化体験（切り絵、射的）
◇　スイス関連物販　ほか

参加者 約300名

ジュニアスポーツ派遣事業

町内の小学生（高学年）を1泊2日の日程で日本体育大学に派遣
〇　体幹トレーニング
〇　異種目体験（少林寺拳法）
〇　在日スイス大使館訪問

参加者 16名

第 66 回 成 人 式

子 育 て 講 座

男 女 共 同 参 画 講 座
＜再掲＞
演題：「女性も男性も幸せにする北欧の男女平等」
講師：京都府立大学　教授　上掛　利博　氏

町内在住・在勤者
（参加者 44名）

ホストタウン
事業

ス イ ス 連 邦 渡 航 事 業

◇　「スイスの多様性」
◇　「スイス文化を学ぶ」
     講師：本町国際交流員
※主催：大山崎町国際交流協会　協力：大山崎町教育委員会

ホストタウン事業の推進を図るため、町長と事業担当職員が相手国であるスイス連
邦を訪問。現地のフェンシングクラブの視察や、領事事務所、基礎自治体の関係
者と協議を行った。

町長、担当職員

◇　親子でハッピークッキング（バター作り実験とグラタン・スパゲティ作り）
     講師：スマイルプレイス　代表　幸山　由佳　氏

参加者 17名
参加者 16名
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種　　類 期  日 備　考対　　　　　象内　　　　　　　　　　　　　容事　　業　　名

補助事業
社 会 教 育 関 係 団 体
育 成 補 助 事 業

社会教育関係団体に補助金を交付、各会の運営及び事業に指導助言

補助金の交付は
左記のうち6団体

・大山崎町少年補導委員会
・大山崎町青少年健全育成協議会
・大山崎町文化協会
・大山崎ふるさとガイドの会
・大山崎町PTA連絡協議会
・「社会を明るくする運動」大山崎地区推進委員会
・えごまクラブ（補助金の交付なし）
・大山崎町国際交流協会（補助金の交付なし）
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生　涯　学　習　課

１．公民館の実施事業

種　　　類 内　　　容 期　　　日 対　　　象

大会テーマ「人が集い、人が結ぶ、持続可能な公民館活動　～地域の未来のために～」
開催場所：舞鶴市中央公民館

12月19日

大会テーマ「湖国の地で　人が輝き　地域が輝く　未来の公民館をめざして！」　～学びよし！
地域よし！　未来よし！　三方よしの公民館～　   開催場所：大津市民会館他

 10月19日

プロのジャグラーが教えるジャグリング（三個のお手玉・ディアボロ・シガーボックス）に挑戦した。 7月25日・31日

町内在住の陶芸家の本格指導のもと、記念に残る陶芸作品（茶碗等）を粘土から作った。
7月26日
8月2・9日

野菜で電気を作る実験やアントシアニン液の色を変える実験をした。 8月3日

フレームに絵を描きドライヤーで乾かして、自分だけの「写真立て」を作った。 8月17日

親子で助けあってラジオを製作し、手作りラジオを試聴した。 10月27日

マクセル（株）京都事業所では、子供たちの科学への意識を高めるため、出前講座「電池手づくり教
室」を開催。社員の方の説明で電池づくりや実験などを体験した。

12月3日

グルテンフリーの米粉（小麦・卵・乳不使用）でフワもち食感のパンケーキを作った。 10月31日

興味あるテーマやスイス・日本文化の相違等について英語で語り合った。（ホストタウン事業とのコラ
ボ事業）

6月14日～8月23日
9月13日～11月22日

素焼き土鈴（来年の干支「亥」）に絵の具で絵付けする。自分だけの土鈴作りが体験できた。 11月17日

誰でも気軽に始められるフラダンスを体験した。 11月24日

スマートフォンの基本操作やインターネット・アプリ活用等を学んだ。 12月13日

好きな色でなく、その人の顔や表情に似合う色（パーソナルカラー）について学んだ。 1月26日

大人の方が初めてのジャグリング（三個のお手玉・ディアボロ・シガーボックス）を挑戦した。 2月9日

友禅技法の一つである「型染め」でオリジナルのトートバックや色紙を作った。 2月16日

人体に悪影響のない、高級感のある金属「錫」を加工して豆皿や円形のメダルを作った。 3月16日

DVD鑑賞や講演を通して、人生最期の過ごし方や医療について学んだ。 3月23日

共催事業
人形劇「はなさかじじい」、ブックフェア（昔ばなしの本やよく読まれている人気の本の紹介）、
折り紙ｺｰﾅｰ（ときめきチャレンジ推進事業と共催）を開催した。

4月21日

錫加工・型染め・つまみ細工のワークショップを実施した。 11月23日～25日

絵本の読み聞かせ 毎月（8月除く）1回、竹の子文庫・おぐら文庫・どんぐりんの協力により実施した。 4月～3月 未就学児とその保護者

公民館サ－クルの活動を育成・支援した。 4月～3月

公民館サ－クル連絡協議会の総会の開催等 4月14日

平成31年度サークル登録説明会 12月1日

その他の事業

一般住民

関係者

型染め体験教室

中央公民館図書事業～「人形
劇とブックフェア」

米粉のパンケーキ講座

大人のジャグリング体験教室

サークル
活動育成支援

育成支援事業

パーソナルカラー講座

公 民 館 費

第61回京都府公民館大会へ
の参加

事　業　名

身近な科学遊び教室

子ども陶芸教室

ジャグリング体験教室

第66回近畿公民館大会滋賀
大会への参加

公民館大会

成人向け事業

トールペインティング教室

電池手づくり教室

シニアのための初めてのスマ
ホ体験講座

錫（すず）細工体験教室

子ども体験事業

おもてなしウィーク

人生最期の過ごし方
　　　　-医療に対する希望-

親子で作ろう「手作りラジオ」

干支絵付け体験教室

はじめてのフラダンス体験教室

公民館職員等

小中学生

英会話 Caf  in 大山崎
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（単位：件）

ホール 実習室 ゆめほっぺ 会議室 講座室 本館和室 談話室 大研修室 第1研修室 第2研修室 別館和室 料理講習室 計

午前 0 141 0 81 53 137 109 192 68 97 81 56 1,015

午後 0 147 0 151 23 128 33 193 109 125 63 39 1,011

夜間 0 170 104 40 123 56 147 111 73 13 10 847

※「ゆめほっぺ」（子育て支援センターとして、保育交流スペースを提供しています）

○蔵書数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ○年間受入図書内訳 ○除籍図書

一般書 一般書 一般書

児童書 児童書 児童書

○利用状況　

(１) 公民館利用状況

2,873

56,859

合 計

別  館

（開館日数　　302日）

本  館

（開館日数　　302日）

377冊

376冊620冊
内 訳 内 訳

1冊398冊

総　　数　1,018冊総　　数

貸出冊数(冊)

延べ貸出者数（人）

開室日数（日）

17,234

総　　数

内
訳

37,153冊

23,519冊

13,634冊

予約受入件数 3,497冊

284

337登録者数（人）

1,953冊相互貸借件数

     

総 数 一 日 平 均

(２) 図書室開設の状況

61

200
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17名 19名 6名 9名 9名 17名 9名 14名 41名 59名

10名 10名 9名 12名 12名 7名 6名 7名 37名 36名

開設日数：282日

（単位：円　※G欄のみ名）

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

平成30年度決算

65,113,225 第二小学校プール等解体撤去工事
（所管施設分）

2,869

37,286,000

12,795,800

21,372,000

14,098,200

工事場所

26,221,348

42.5%

7,504,077

57,609,148

53,844,120

93.5%

25,119

5,740

8,702

10,676

2,456

なかよしクラブ1・2 4名 昭和52年4月

でっかいクラブ1・2 4名
第二大山崎小学校

1階余裕教室
昭和52年4月

軽量鉄骨　　304.09㎡

(２) 年度別運営経費

28名 2名 軽量鉄骨　　 64.80㎡ 平成22年4月

合計

ともだちクラブ 13名 10名 4名 1名

放課後児童クラブ運営費 　　生　涯　学　習　課

児 童 数
指導員数 施 設 開設年月日

1年 2年 3年 4年 合計

放課後児童クラブを運営し、町内在住の小学校・支援学校に在籍する小学1年生～小学4年生までの児童（支援を要する児童にあっては1年生～6年生）の保護者が就労等のた
め、その児童の家庭内保育ができない場合に保育を行っている。

(１) 児童数および施設概要

放課後児童クラブ名

保 護 者 協 力 金

一 般 財 源 （ Ｃ － Ｄ － Ｅ ）

比 率 ％ Ｆ／Ｃ

6,671,184

11.8%

（平成31年3月末日現在）

69名 46名 49名 37名 201名 10名

※なかよしクラブ1は左枠・なかよしクラブ2は右枠、でっかいクラブ1は左枠・でっかいクラブ2は右枠に記入

（３) でっかいクラブ旧施設解体事業

工事期間

金額 3,101,781円（工事請負費）

工事の概要
放課後児童クラブ「でっかいクラブ」
の旧施設解体撤去に係る費用
　（旧施設）軽量鉄骨185.63㎡

平成29年12月～平成３０年4月30日

字円明寺地内

工事名

人 件 費 等 （ 指 導 員 人 件 費 ）

比 率 ％ Ｈ／Ｃ

52,742,771

92.9%

2,325

年 間 所 要 経 費 決 算 額

平成29年度決算

82,703,633

一般財源　　　　　Ｆ／Ｇ

年 間 延 べ 入 会 児 童 数

児 童
一 人 当
月 額

経常経費　　　　　Ｃ／Ｇ

保護者協力金　　Ｅ／Ｇ

国府補助金　　　Ｄ／Ｇ

投 資 的 経 費

経 常 経 費 （ Ａ － Ｂ ）

25,950,649

56,752,984

24,410

5,504

16,037

国 府 補 助 金
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　　生　涯　学　習　課

種類 事業名 　　内容 期日 対象 備考

乙訓文化芸術祭「乙訓地
方中学校吹奏楽部演奏
会」

長岡京市・向日市・大山崎町内8中学校の吹奏楽部演奏発表会
を開催した。

平成30年6月10日 一般住民1,200名

乙訓文化芸術祭実
行委員会、乙訓地
方中学校校長会主
催

平成30年度大山崎町民俗
芸能鑑賞会

演目「壬生六斎念仏踊り」解説「六斎念仏の楽しみ方」 平成30年10月28日 一般住民約200名
大山崎町教育委員
会、大山崎町文化
協会主催

文化のつどい
鳥居前古墳と長岡京跡右京第1175次調査の成果をポスター展
示した。

平成30年11月4日 一般住民
大山崎町立中央公
民館

大山崎中学校職場体験学
習

埋蔵文化財出土遺物整理の作業を行った。
平成30年11月1日
～11月2日

大山崎中学校2年生
4名

文化財整理室

スライドでみるおとくにの発
掘

山崎城跡の測量調査成果を報告した。 平成31年3月2日 一般住民約100名
乙訓文化財事務連
絡協議会主催

ミニシンポジウム
ミニシンポジウム「古代山崎の架橋と造寺～行基の前史、道昭の
事蹟を探る～」を開催した。

平成30年11月25日 一般住民約65名
大山崎町教育委員
会、大山崎町文化
協会主催

史跡乙訓古墳群 鳥居前
古墳の国史跡の追加指定

史跡乙訓古墳群 鳥居前古墳の国史跡への意見具申を行い、
指定の告示を得た。

平成31年2月26日
史跡乙訓古墳群 鳥
居前古墳

文化財保護審議会 町指定文化財、指定・登録文化財報告、諸報告等を行った。 平成31年2月26日 審議委員（5名）

文化事業

文 化 財 保 護 費

１．文化財保護の状況

普及啓発事業

保存・活用事業
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種類 事業名 　　内容 期日 対象 備考

国宝重要文化財等保存・
活用事業費補助金

埋蔵文化財緊急発掘調査
費補助金

史跡大山崎瓦窯跡　歴史
活き活き！史跡等総合活
用整備事業

保存整備工事を実施した。
史跡大山崎瓦窯跡史跡整備委員会を2月5日に開催した。
発掘調査成果の整理作業を実施した。

平成30年4月1日
～平成31年3月31日

史跡大山崎瓦窯跡

史跡乙訓古墳群 鳥居前
古墳買上事業（直接買い
上げ）

鳥居前古墳保存の為、史跡指定地の土地を買上げた。 平成31年3月20日
史跡乙訓古墳群 鳥
居前古墳

文化芸術振興・発信事業
補助金

平成30年度大山崎町民俗芸能鑑賞会 平成30年10月28日

交付金事業
(受入)

京都府みらい戦略一括交
付金

史跡大山崎瓦窯跡史跡整備事業
平成30年4月1日
～平成31年3月31日

史跡大山崎瓦窯跡

国宝・重文（建造物）　妙
喜庵書院及び茶室（待庵）
保存修理強化対策事業

大阪府北部地震による外壁、内壁、屋根の修理に伴い町文化
財補助金を交付した。

平成30年11月1日
～平成31年3月31日

宗教法人妙喜庵

重要文化財聴竹居（藤井
厚二）本屋及び閑室保存
修理強化対策事業

大阪府北部地震による本屋及び閑室の外壁、屋根の修理に伴
い町文化財補助金を交付した。

平成30年9月3日
～平成31年3月31日

㈱竹中工務店

発掘調査（T19次調査・T20次調査）を実施した。
天王山赤色立体地図を作成した。
鳥居前古墳資料整理を実施した。
第３回史跡鳥居前古墳調査成果検討会を開催した。
第４回史跡鳥居前古墳調査成果検討会を開催した。
調査報告書を刊行した。

平成30年6月1日
～平成31年3月31日

山崎津跡、史跡乙訓
古墳群 鳥居前古
墳、天王山

補助金事業
(受入)

補助金事業
(交付)
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種類 事業名 　　内容 期日 対象 備考

山崎津跡第19次調査
工場敷地内において、山崎津跡の遺構面の深さの確認調査を
実施した。

平成30年9月28日
100.6㎡

山崎津跡第20次調査
工場敷地内において、山崎津跡の遺構面の深さの確認調査を
実施した。

平成31年3月18日
～3月20日

253㎡

長岡京跡
右京第1172次調査

共同住宅建設に伴って実施した。中世の遺構・遺物を検出し
た。

平成30年6月1日～
6月26日

63.4㎡

長岡京跡
右京第1175次調査

宅地造成に伴って実施した。鎌倉時代の遺構・遺物を検出し
た。

平成30年7月3日～
8月7日

77㎡

第78次遺跡確認調査 宅地造成に伴って実施した。湿地の堆積層を検出した。
平成30年7月11日～
8月8日

250.7㎡

長岡京跡
右京第1188次調査

共同住宅建設に伴って実施した。鎌倉時代の遺構・遺物、縄文
時代の遺物包含層を検出した。

平成31年1月21日～
2月22日

241.2㎡

文化財調査報告書
『大山崎町埋蔵文化財調査報告書』第54集、第55集、第56集を
刊行した。

年度内

遺物整理 前年度以前の埋蔵文化財資料の整理を行った。 年度内

史跡大山崎瓦窯跡の調査
成果の整理

史跡整備のために実施した調査の、遺構・遺物の整理作業を実
施した。

年度内

事務事業 埋蔵文化財発掘の届出
158件の届出を受理。
発掘調査2件、試掘試掘6件、工事立会29件、慎重工事121件の
指示を行った。

年度内
文化財保護法第93
条に該当する土木工
事等

整理報告事業

文化財調査事業
（国庫補助）

文化財調査事業
(原因者)
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　　生　涯　学　習　課

１．歴史資料館事業状況

種 類 内 容 期 日 対 象 備 考

国鉄・JR、新京阪、阪急などの鉄道建設と大山崎の観光
復興とのつながりについて取り上げた。近代文書、鉄道の
チラシ、地域の絵ハガキなどを展示した。

5月2日～27日 902名 資料館展示室

大山崎の鉄道にかかる近代遺産について紹介する。 5月26日 15名 現地

夏季小企画展
町民が保存してきたアジア太平洋戦争時の諸資料を展示
した。今回は、予備士官学校入部に関する資料を扱っ
た。

8月7日～19日 229名 資料館研修室

第1回　「山崎橋・山崎院と天平社会～行基の造営事業と
淀川流域」　古閑正浩（大山崎町教育委員会主幹）

9月1日 105名

第2回　「仏像のみかた・行基像の魅力」
松岡久美子氏（近畿大学文芸学部准教授）

10月7日 102名

第3回　「行基開基由緒と中世寺院」
福島克彦（当館館長）

10月27日 99名

行基生誕1350年を契機に、行基時代の考古資料、およ
び、後世の行基信仰に関わる絵画、文献資料を取り扱っ
た。

10月20日
～11月25日

1589名 資料館展示室

第1回　「土塔と山崎院の文字瓦からみた行基の活動」
近藤康司氏（近畿大学非常勤講師）

11月3日 113名

第2回　「行基とカミ・ホトケ」
古市晃氏（神戸大学大学院准教授）

11月18日 120名

「行基の足跡を訪ねて～大山崎から堺・大野寺跡へ」大
山崎宝積寺、資料館を拝観、見学した後、鉄道で移動し
て堺市の大野寺土塔を訪れた。

11月23日 16名 資料館、現地

企画展の内容と説明の方法について大山崎ふるさとガイ
ドと学習する。　講師　福島克彦

10月27日 35名 資料館

ふるさとセンター
3階ホール

連続講演会
「行基をめぐる資料学」

連続講演会

企画展関連　歴史講演会
ふるさとセンター
3階ホール

秋季企画展

現地見学会

ふるさとガイドのための講習会

第26回企画展
「行基と山崎院」

資 料 館 費

事 業 名

小企画展
「近現代大山崎の観光と鉄道建設」

小企画展
第19回平和のいしずえ展

春季小企画展

現地見学会「大山崎の鉄道遺跡を歩く」
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種 類 内 容 期 日 対 象 備 考

週5日制事業
(文化を未来に伝え
る次世代育み事業)

山崎院出土の文字瓦を学び、実際の瓦粘土にヘラ書き
で漢字を書く作業を実施した。具体的には粘土コース
ターを製作し、好きな漢字を刻み込んだ。京都府瓦工事
協同組合の協力を得た。

7月7日、14日 21名
ふるさとセンター
3階ホール

既製の粘土瓦に漢字を刻む作業を進めた。具体的に瓦
屋根の意義について考えた。京都府瓦工事協同組合の
協力を得た。

7月26日・27日 10名
ふるさとセンター
3階ホール

子ども歴史教室等の作業風景の写真を展示した。 11月3日
大山崎中央公民館
別館2階

その他
町民、一般が大山崎の文化財、および歴史資料館の案
内ができるよう受講生を募集し、町内文化財に関する知
識と方法論を学んだ。計30回の講座。

6月26日
～12月18日

39名 ふるさとセンター他

西国街道沿いの名所が当時のガイドブックに紹介されて
いる。江戸時代のガイドブック「名所図会」の魅力を6市2
町の学芸員がリレートークで語る。

12月8日 140名
高槻市立今城塚
古代歴史館

大山崎における、禁門の変、および鳥羽伏見の戦いの関
連遺跡を紹介、解説した。

10月6日 15名 現地

館蔵資料を中心に山崎合戦に関する版画資料を展示し
た。

平成31年3月5日
～21日

320名
ふるさとセンター
3階ホール

「足利義昭政権論」
川元奈々氏（高槻市立しろあと歴史館学芸員)

3月16日 62名
ふるさとセンター
3階ホール

「織田から豊臣へ 」
尾下成敏氏（京都橘女子大学准教授）

3月21日 85名
ふるさとセンター
3階ホール

古文書講座
『太閤記』および秀吉関係史料から、山崎合戦について
考える。講師　福島克彦

平成31年3月10日 51名
ふるさとセンター
3階ホール

地域学習展示
交流会(文化を未来
に伝える次世代育

み事業)

地元の小中学校が地域とその歴史について学んだ内容
を展示。歴史資料館における子どもたちの講座も扱う。

平成31年3月23日
～4月7日

412名 資料館研修室第18回地域学習展示交流会

事 業 名

第15回子ども歴史クラブ
「瓦粘土コースターをつくろう！」

第20回夏休み子ども歴史教室
「瓦をつくって漢字を学ぼう！」

「『太閤記』から山崎合戦をよむ」

リレートーク
『都名所図会』と乙訓・大山崎

リレーウォーク
「幕末維新期の西国街道と大山崎を歩
く」

歴史教室展示会

ふるさと案内人養成講座(9期)

小企画展 小企画展「描かれた山崎合戦」

歴史街道推進協議
会関連事業

歴史教室
(文化を未来に伝え
る次世代育み事業)
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（単位：日、人）

有 料

大 人 障害者等 小 ・ 中 招 待 計

平成30年4月 26 796 3 43 52 98 894

5月 24 895 24 23 26 73 968
・5月2日～27日　小企画展『近現代大山崎の観光と鉄道
建設』

6月 25 519 2 19 17 38 557

7月 22 372 4 48 21 73 445

8月 27 418 8 64 68 140 558

9月 24 461 17 13 10 40 501

10月 22 891 10 12 93 115 1,006

11月 22 811 33 101 100 234 1,045

12月 23 457 16 6 8 30 487

平成31年1月 23 290 7 46 10 63 353 　

2月 24 451 13 21 63 97 548

3月 26 620 12 123 22 157 777

合　計 288 6,981 149 519 490 1,158 8,139

・3月5日～3月21日　小企画展『描かれた山崎合戦』
・3月10日　古文書講座「『太閤記』から山崎合戦をよむ」
・3月16日、21日　歴史講演会
・3月23日～4月7日　地域学習展示交流会

備 考

・7月7日14日
子ども歴史クラブ「瓦粘土コースターをつくろう！」
・7月26日～27日
夏休み子ども歴史教室「瓦をつくって漢字を学ぼう」

・8月7日～19日
小企画展『平和のいしずえ』

・10月20日～11月25日
第26回企画展『行基と山崎院』
・11月3日、11月18日　歴史講演会
・11月23日　現地見学会

２．資料館入館者の状況

年　月
開 館
日 数

無 料
合　計
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　　生　涯　学　習　課

種　　類 事　　業　　名 実　施　日 対　　　象 備　　　考

天王山カップ少年少女
フェンシング大会

12月23日 全国の小・中学生 参加者　514名　（申込み548名）

年　　　間 町　住　民 959件（22,790名）

年　　　間 町住民・町外 98件（6,498名）

年　　　間 町　住　民 137件（751名）

用具開放 年　　　間 町　住　民

ナイター施設スポーツ開放 年　　　間
町　住　民

（登録団体）
指導者養成

各種審判講習会
3月17日 町　住　民 37名

定例協議会 毎　　月 推 進 委 員 　

各種行事への指導・助言 年　　間 推 進 委 員

研 究 大 会 6月24日 推 進 委 員 京丹波町

評 議 委 員 会 年　　間 推 進 委 員 坂本会長（府理事）

総 会 5月31日 推 進 委 員 キャンパスプラザ京都

評 議 委 員 会 5月22日、10月1日 、3月26日 推 進 委 員 乙訓教育局

7月11日 推 進 委 員 大山崎町体育館

11月15日 推 進 委 員 向日市民体育館

交　　　　　流　　　　　会 2月16日 推 進 委 員 長岡京市神足小学校体育館

近畿スポーツ推進委員協議会 研 究 大 会 1月31日～2月2日 推 進 委 員 文化パルク城陽　府立山城総合運動公園

10月8日 町住民 約3,000名

6月14日 検討委員 15名

7月26日 全役員 72名

8月22日 授賞係 8名

8月30日 地区代表者 49名

8月28日 審判員 25名

審判技術の習得を図るため開催（バレーボール審判講習会）

スポーツ振興
事業

内　　　　　　　　　　　　　　　　容

保 健 体 育 総 務 費

スポーツ推進委員協議会

施　設　開　放

スポーツ推進
委員事業

乙訓スポーツ推進委員連絡協議会

第3回天王山カップ少年少女フェンシング大会の開催

小学校及び中学校の体育施設を各種スポーツ活動等に開放する

桂川河川敷公園野球場及びテニスコート・陸上競技場の開放

岩崎運動広場テニスコートの開放

委託事業
(町体育協会)

第57回町民体育祭

プログラム検討委員会

全係説明会

各種用具を地域等に貸出

第57回町民体育祭

研　　　　　修　　　　　会

 京都府スポーツ推進委員協議会

大山崎小学校のナイター施設を、開放規則により開放

授賞係打合せ

プログラム編成委員会

審判員打合せ
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種　　類 事　　業　　名 実　施　日 対　　　象 備　　　考内　　　　　　　　　　　　　　　　容

10月4日 責任者 15名

10月2日 準備係 11名

年　　間 町住民

5月9日 役員・委員 49名

年間6回 運営委員

年間4回 運営委員

9月27日 グラウンドゴルフ委員 30名

10月28日 町住民 142名

7月19日 ソフトボール委員 22名

11月25日 町住民 １71名

6月7日 ソフトバレーボール委員 29名

7月8日 町住民 地震による体育館施設点検等のため中止

1月20日 町住民 30名

10月19日 町住民 21名

11月23日 代表者 8名

10月21日 代表者 18名

10月21日 代表者 16名

2月9日～10日 代表者 20名

11月24日 代表者 16名

10月28日 代表者 6名

8月26日 代表者 10名

11月4日 代表者 6名

10月27日 代表者 １名

11月19日 代表者 8名

3月3日 代表者 3名

ボウリング大会

陸上競技大会

グラウンドゴルフ大会　　  　　

総合閉会式

ラージボール卓球ダブルス大会

京都府民総合体育大会
（市町村対抗競技大会）

バドミントン大会

軟式野球大会

サッカー大会

駅伝競走大会

ソフトバレーボール大会

バスケットボール大会

グラウンドゴルフ大会　　  試合：町内16地区対抗戦

ソフトバレーボール委員会

ソフトボール委員会

ソフトボール大会　　　　 　試合：町内16地区対抗戦

ソフトバレーボール大会　 試合：町内16地区対抗戦 

体協ジョギング大会

総会

定例地区運営委員会

定例スポーツ団体運営委員会

グラウンドゴルフ委員会

各　種　体　育　大　会　等

バレーボール大会(女子）

第57回町民体育祭

委託事業
(町体育協会)

各係責任者打合せ会

グラウンドゴルフ・ソフトボール・ソフトバレーボール

準備係打合せ
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種　　類 事　　業　　名 実　施　日 対　　　象 備　　　考内　　　　　　　　　　　　　　　　容

6月5日、8月31日 本 部 委 員 町体育館

12月2日 団 員 町体育館（165名）

年間5回 小・中学生 4名

年間5回 小・中学生 5名

年間5回 小・中学生 8名

年間5回 小・中学生 12名

年間5回 小・中学生 12名

年間10回 小・中学生、成人 5名

年間8回 小・中学生 7名

年間7回 3歳～小・中 5名

年間10回 小・中学生 5名

年間10回 成人 7名

5月19日 町住民 24名

8月18日～19日 町住民 24名

11月11日 町住民 25名

2月2日～3日 町住民 雪不足のため中止

9月24日 町住民 70名

3月23日 町住民 80名

土曜日（年間12回） 町住民 604名

大人のソフトボール大会

サタデーナイト

新体操

剣道

ソフトバレーボール

イベント

春のハイキング（京都伏見方面）

カヌー教室(京都府京丹波町和知）

秋のハイキング（京都市内）

スキー・スノボ教室（スイス村）

総合型地域
スポーツクラブ

事業

「わくわくクラブ
おおやまざき」

スポーツ教室

ドッジボール

サッカー

バレーボール

12周年イベント

バスケットボール

卓球

ソフトテニス

フェンシング

スポーツ少年団

加盟団体　9団体　　261名（団員192名、指導者69名）

本部委員会

町スポーツ少年団交流大会

委託事業
(町体育協会)
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１．平成30年度大山崎町体育館利用状況 （単位　：　件・人） ２．フェンシング競技用具更新事業

月　　別 利用人数

4　月 3,523(1,982)

5　月 3,829(2,036)

6　月 3,660(1,845)

7　月 3,210(1,764)

8　月 3,602(1,713)

9　月 4,076(2,247)

10　月 5,526(3,257)

11　月 4,782(1,736)

12　月 4,341(2,159)

1　月 3,091(2,258)

2　月 4,101(2,322)

3　月 5,028(2,064)

合　　計 48,769(25,383)

平　　均 4,064(2,115)

①審判器フルセット×３セット
②リールセット×３セット
③４面表示灯×３セット
④アルミピスト×３セット

（３）事業費と財源内訳

総事業費＝7,500,600円
財源内訳＝（スポーツ振興くじ助成金）5,816,000円
　　　　　　　 （府補助金）842,000円
　　　　　　　 （一般財源）842,600円

利用団体数（延べ）

127

121

148

121

（２）購入した用具116

体 育 館 費 生　涯　学　習　課

124

116

116

　本町は、「フェンシングのまち大山崎」として、フェンシング競技の普及ならびに同
競技を通じた地域間交流の促進、地域の活性化を進めている。
　そうした中、町体育館で保有するフェンシング競技用具類は、老朽・劣化が激し
く、国際基準に合致しないものであることから、競技団体、利用団体から更新の要
望が寄せられていた。
　これらをふまえ、より一層フェンシング競技環境の向上を図ることを目的に、スポー
ツ振興くじ助成金を活用して、町体育館にフェンシング用具３セットを新たに購入
し、設置した。

（１）事業の概要

122

127

126

141

147

1,525

※利用人数欄のカッコ内の数字は、町内料金適用者数
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績
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用
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％

使
用
可

能

区

分

使

用

実

績

使

用

率

％

4月 25 100 55 55.0 100 55 55.0 100 63 63.0 300 173 57.7 100 18 18.0 100 23 23.0

5月 27 108 70 64.8 108 65 60.2 108 73 67.6 324 208 64.2 108 28 25.9 108 20 18.5

6月 26 60 46 76.7 60 42 70.0 88 65 73.9 208 153 73.6 104 24 23.1 104 23 22.1

7月 26 76 60 78.9 76 58 76.3 104 70 67.3 256 188 73.4 104 21 20.2 104 5 4.8

8月 27 108 76 70.4 108 72 66.7 108 74 68.5 324 222 68.5 108 52 48.1 108 15 13.9

9月 24 96 81 84.4 96 76 79.2 96 73 76.0 288 230 79.9 96 43 44.8 96 24 25.0

10月 26 104 79 76.0 104 79 76.0 104 81 77.9 312 239 76.6 104 61 58.7 104 71 68.3

11月 24 96 73 76.0 96 70 72.9 96 85 88.5 288 228 79.2 96 41 42.7 96 39 40.6

12月 23 92 71 77.2 92 68 73.9 92 67 72.8 276 206 74.6 92 47 51.1 92 45 48.9

1月 23 92 59 64.1 92 51 55.4 92 59 64.1 276 169 61.2 92 15 16.3 92 20 21.7

2月 24 96 62 64.6 96 60 62.5 96 66 68.8 288 188 65.3 96 29 30.2 96 14 14.6

3月 25 100 75 75.0 100 70 70.0 100 76 76.0 300 221 73.7 100 33 33.0 100 20 20.0

計 300 1,128 807 71.5 1,128 766 67.9 1,184 852 72.0 3,440 2,425 70.5 1,200 412 34.3 1,200 319 26.6

体育館（全面） 研修室 相談室

 

３．平成30年度体育館月別利用率表

月

開

館

日

数

大体育館Ａ 大体育館Ｂ 小体育館
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４．種目別利用状況

（単位：件） （単位：人）

催し物 13

その他 158

年間利用件数

1,525件

バドミントン 354

卓球 270体操 138

バスケット

ボール

101

テニス 32エアロビクス

38
武道 72

年間利用人数

48,769人

バレーボール

10,311

バドミントン

5,262体操 3,217

ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ

その他

6,443

エアロビクス

705

武道 1,665

テニス

231

催し物 2,549

1,525件

卓球 270

バレーボール

162

フェンシング

187

体操 138

48,769人 5,262

卓球 4,354

フェンシング

10,279

体操 3,217

ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ

3,753
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